
＜要旨＞

細胞遊走（ケモタキシス）する細胞は、非常に緩やかな走化因子の濃度勾配を認識し、その
源へと移動する能力を持っている。 細胞は、非常に緩やかな走化物質の濃度勾配の中におい
て、例えば細胞先導部と後端の濃度勾配の差がわずか２−５％であっても、先端部に特異的に
限局されたアクチン重合反応を行っている。 走化物質の微量な差を感知して、細胞先端に限
局したアクチン重合反応へと変換する分子機構が存在し、

細胞のコンパスの役割を果たしていると考えられる。我々は、

シグナル伝達分子RasとPI３Kが細胞のコンパスとして働いて

いることを明らかとした。

本セミナーでは、RasとPI３Kのシグナル伝達経路を中心と

した細胞移動制御機構および濃度勾配を探知する仕組み、

そして Rasの新規の活性化機構についての最近の研究成果

を紹介したい。
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